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　１０月２日に開催した合併臨時総会で、合併に関するすべての議案が承認されました。
　組合員の皆さまには、９月に行った座談会で県域ＪＡについて説明をさせていただき、
多くの議決権行使書および本人出席により賛否をご判断いただきました。
　詳細については２ページをご覧ください。

切　り　取　り　線

第
37 回

 田
の

神
さ

ぁ
の

里
産

業
文

化
祭

粗品
引換券
JAえびの市

　１１月２５日（土）・２６日（日）に「第３７回田の神さぁの
里産業文化祭」を開催します。
　ご来場の際は、引換券を切り取ってお持ちください。会場の
引換所で粗品をお渡しいたします。

※各日、粗品の数に限りがあります。なくなり次第、配付は終
了いたしますので、あらかじめご了承ください。



（2）令和５年11月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

市
内
小
学
３
年
生
が
、
社
会
科
見

学
で
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
精
米

工
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
に
上
江
小
学
校
、
10
月

23
日
に
加
久
藤
小
学
校
が
見
学
に
訪

れ
、
普
段
食
卓
や
給
食
で
食
べ
て
い

る
お
米
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か

を
Ｊ
Ａ
職
員
の
案
内
で
見
て
回
り
ま

し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
玄
米
が
積
み

上
げ
ら
れ
た
倉
庫
の
中
を
観
察
し
た

り
、
１
等
米
か
ら
３
等
米
ま
で
の
玄

米
を
見
比
べ
て
等
級
を
当
て
る
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
た
り
し
て
、
楽
し
ん
で

お
米
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
合
併
臨

時
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
正
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
議
決
権
行
使
書
で
の

参
加
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
正
組

合
員
２
１
４
９
人
の
う
ち
１
８
９
３

人
（
本
人
出
席
76
人
、
議
決
権
行
使
書

１
８
１
７
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
合
併
及
び
合
併
契
約
書

や
合
併
経
営
計
画
書
に
つ
い
て
な
ど
の

４
議
案
と
付
帯
決
議
を
審
議
し
、
議
案

す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
吹
敏
博
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
え
び
の

市
に
な
っ
て
45
年
目
。
合
併
当
時
、
約

４
千
人
い
た
組
合
員
数
も
今
で
は
約

２
千
人
と
半
分
に
減
り
、
職
員
数
も
減
っ

て
い
る
。
た
だ
、
繁
殖
セ
ン
タ
ー
や
道

の
駅
な
ど
新
設
し
合
併
当
初
に
は
無

か
っ
た
も
の
を
作
っ
て
き
た
」
と
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
り
「
県
域
Ｊ
Ａ
に
な
れ

ば
、
経
営
を
効
率
化
し
営
業
や
生
産
指

導
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
で
農
家
の
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
。
今
後
も
農
家
の

皆
さ
ん
の
所
得
を
上
げ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
同
時
刻
に
県
内
13
Ｊ
Ａ

で
開
催
さ
れ
た
合
併
臨
時
総
会
に
お
い

て
、
全
Ｊ
Ａ
で
合
併
に
関
す
る
議
案
が

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
県
内
13
Ｊ

Ａ
が
合
併
し
、
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
13
Ｊ
Ａ
合

計
で
の
賛
成
比
率
は
約
95
％
で
し
た
。
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ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

　

10
月
６
日
、
農
繁
期
の
到
来
に
と
も
な

い
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
か
ら
農
作
業
事
故

防
止
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
訪
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
事
故
防
止
と
注
意
を

呼
び
か
け
な
が
ら
え
び
の
市
内
を
回
り
ま

し
た
。

　

全
国
で
は
毎
年
３
０
０
人
近
い
農
業
者

が
農
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
宮
崎
県
内
で
も
毎
年
多
数
の
重
傷
事

故
や
死
亡
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
安
全
対
策
に
努
め
、
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

事
故
防
止
を
呼
び
か
け

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
は
、
10
月
23
日

に
加
久
藤
小
学
校
の
５
年
生
と
一
緒
に
稲

刈
り
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
刈
り
体
験
は
、
市
内
小
学
校
が

行
っ
て
い
る
お
米
学
習
教
室
の
一
環
で
、

米
作
り
を
通
し
て
日
頃
食
べ
る
ご
は
ん
の

大
切
さ
や
農
業
の
喜
び
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

収
穫
し
た
新
米
は
、
市
と
Ｊ
Ａ
が
主
催

す
る
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
の
小
学
生
の

部
に
出
品
さ
れ
る
ほ
か
、
学
校
の
調
理
実

習
で
も
使
用
し
ま
す
。

　

真
幸
小
学
校
と
岡
元
小
学
校
の
合
同
、

飯
野
小
学
校
の
稲
刈
り
は
来
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

青
年
部
と
小
学
生
が

稲
刈
り
体
験

お申し込み・お問い合わせ先
融資センター　３５－１２１２　　　金融課　３３－３１０３

キャンペーン期間　令和５年１１月１日（水）～令和６年９月３０日（月）

※ローン商品の詳しい内容につきましては店頭に説明書をご用意しております。
※ローンの優遇条件等詳細につきましては、各支店窓口にお気軽にご相談ください。

固定金利

基準金利
年2.5％

※変動金利もお選びいただけます。
※金利は金融情勢の変化により見直しさせていただくことがあります。

最大引下げ後金利

条件に応じて
最大引下げ幅1.51％

年0.99％

ＪＡマイカーローン
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

12月８日（金）

12月開催のお知らせ
きこえの相談会

9時30分～13時

ＪＡ休業日のお知らせ
１１月２３日（木曜日）

勤労感謝の日
ＪＡは全部門休業します。
（道の駅えびのは営業します）

相続無料相談会
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待
ちしております。事前に電話でお問い合わせの上
お越しください。

開催日　11月29日（水曜日）
場　　所 時　　間
飯 野 支 店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後１時～午後2時
真 幸 支 店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ先　審査課　TEL３３−３１０７

JAからのお知らせ

※注意点※
①　回収対象は農薬だけです（肥料や廃油などその他のものは回収しません）
②　長期にわたる保管で、包装が弱くなり中身がこぼれるなどの事故がおきる場合がありますので、取扱

い・運搬には十分注意してください。
③　使い残しの農薬をひとつのビンや容器にまとめないでください。
　（化学反応して有毒ガスが発生する恐れがあります）
④　回収場所が本年より変更となっています。お間違えの無いようお願いします。

　使わない・使えない農薬、期限切れの農薬の一斉回収を、ＪＡで購入いただいたものに限定して実施し
ます。農薬の入っていた空容器（袋・ビン・プラ容器）等、テロン９２、ＤＤ９２、ソイリーン等の空缶
についても回収します。
◆ 農薬は、法律により適正に処分することが定められています。
◆ 不必要な農薬・処分にお困りの農薬を一括回収し、処理専門業者に委託・処分します。
◆ 処分するにあたり、産業廃棄物処理のため、委任状の提出が必要です。必ず印鑑をご持参ください。
　 委任状には氏名・住所の記入をお願いします。

使用残農薬・農薬空容器の回収

●回収日時　　１１月２２日（水曜日）　午前９時００分～午後３時００分
●回収場所　　ＪＡえびの市本店　畜産センター前
●回収料金　　１ｋｇあたり　１５０円（税込）　※現金のみ
●必要なもの　印鑑をご持参ください
●問い合わせ先
　　グリーンセンター飯野店　33−2212　　グリーンセンター加久藤店　35−0451
　　グリーンセンター真幸店　37−0023　　本　　　店　　資　材　課　33−5719
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

作り方
①鶏モモ肉は塩を擦り込み、10分ほど置く。鍋に多めの湯を沸かして酒を

加え、鶏モモ肉を入れて10分ほどゆでる。そのまま冷まし、取り出した
ら食べやすい大きさに切る。

②リンゴは塩（分量外）を振ってこすり洗いし、皮付きのまま千切りにする。
ハクサイは葉の部分をざく切りにし、軸の部分は3、4cmの長さに切って
から縦に5mm幅に切る。

③豆腐は紙タオルで包んで軽く重しをのせ、水切りをする。さらに裏ごし
をしてボウルに入れ、Aを加えて混ぜる。

④器に①と②を盛り、③をかけて粗く砕いたクルミを散らす。

牛乳のカルシウムで生活
習慣病予防 !

鶏とハクサイのホワイトサラ
ダ

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

鶏モモ肉………………………1枚
塩………………………小さじ1/2
酒…………………………大さじ2
リンゴ………………………1/2個
ハクサイ……………………100g
絹ごし豆腐………1/2丁（150g）
　　牛乳……………………90ml
　　オリーブ油…………大さじ1
　　塩…………………小さじ1/4
　　こしょう…………………少々
　　ニンニク（すりおろし）…少々
　　粉チーズ……………大さじ3
クルミ …………………… 3、4粒

A

材料（4人分）

　宮崎市民文化ホールで県内から７００人のおもと部
員が集まり、えびの市からも３１人が参加し４年ぶりに
開催されました。
　初めに講演があり、化粧することで人生を最後まで自
分らしく美しく生きることができ、認知症の予防になる
とお話しされました。その後、各ＪＡによる踊りの発表
が披露されました。

第３３回おもと部員のつどい
１０月１７日（火）

第３回女性大学講座
９月２９日（金）

新しい田の神
おもと会で発見！

　宮崎県立看護大学の先生による「健
康とは・健康寿命とは」をテーマに歩
き方など実践を交えての講演があり
ました。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

11：00 ゆーき＆リリー
（バルーンパフォーマー）

12：00 主催者あいさつ
読書感想文・感想画表彰

12：30 ＪＡ女性部（ダンス）
13：00 西嶋 三千代

（歌謡ショー）

13：40 いろは座
（お笑い大衆演芸）

15：00 田の神さぁおどり大会

10：30 しんぱち＆ホープ
（猿回し）

11：00 郷土芸能発表
上浦郷土芸能保存会

11：50 ステージ・お店紹介
12：00 いろは座

（お笑い大衆演芸）

13：20 秋川 雅史
（歌謡ショー）

14：20 しんぱち＆ホープ
（猿回し）

テナント多数出展
農産物・畜産物 特価販売

生活資材 農業機械 生産資材
焼肉ガーデン 自動車展示販売

消防・防災フェア
自衛隊車両・警察車両展示

雨天決行

11月25 26日(土) 日
(日)

日 日25 26

9：00～16：00

えびの市文化の杜特設会場
（文化センター東側駐車場）

場
所

会場に駐車場はありません

ＪＡえびの市加久藤支店・えびの市役所、グリーンパークえびのの駐車場をご利用ください。

会場まで無料シャトルバスを運行します。（午前9時～午後4時30分）

周辺のお店や私有地への無断駐車は他の皆さまへのご迷惑になりますので、絶対におやめください。

お問い合わせ ＪＡえびの市 総務課 33-3100

第37回 田の神さぁの里

西嶋三千代

ゆーき＆リリー

いろは座

しんぱち＆ホープ
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

宮
交
バ
ス
停

文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
館

第
７
回

 
田
の
神
さ
あ
の
里
産
業
文
化
祭

会
場
案
内
図

□
宮
交
バ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
」
バ
ス
停

で
降
車
で
き
ま
す

【
注
意
】

通
行
止
め

一
般
車
両
の
進
入
は

で
き
ま
せ
ん

【
】

保
健

セ
ン
タ
ー

歴
史
民
俗

資
料
館

図
書
館

保
健
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

文
化
セ
ン
タ
ー

バ
ス
乗
降
所

会
場

入
口

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー

会
場
内
拡
大
図

特
設
会
場

会
場
周
辺
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

①
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の

②
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
加
久
藤
支
店

③
え
び
の
市
役
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

□
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
、

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
10
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

10
月
14
日
～
16
日
の
３
日
間
、
西
諸
畜

連
で
、
10
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や

値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管

理
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛

生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石

等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気

付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る
か
、

ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
10
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

９
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、
10
月
期
子
牛
品
評

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下
見
を
し
ま
す
。
出

品
希
望
の
あ
る
方
は
畜
産
課(

☎
３
３
‐
５
７
４
７)

ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
10
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

10
月
10
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
９
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
成

績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和５年 10 月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年10月) 前回(５年９月) 前年(４年10月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 96 442,429 81 446,396 △3,967 92 506,024 △63,595

去勢 129 525,178 110 557,830 △32,652 133 633,889 △108,711

計 225 489,872 191 510,573 △20,701 225 581,607 △91,735

令和５年 10 月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 く る み 永 田 利 広

〃 第５８７ゆう 井川原　　　修

〃 せるしお１９２ 山 下 正 成

〃 み ほ 日 高 将 也

〃 た え こ 大 竹 勝 美

弐等賞 第７あもちゃん 中 津 富 夫

〃 第１５４そら ㈱ 坂 元 農 場

〃 ゆ い ５ ８ １ 横 山 大 樹

〃 い ち い ち 川 野 信 夫
※壱等賞・弐等賞は、序列はつけてありません

令和５年 10 月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 く る み 永 田 利 広

壱等賞１席 第５８７ゆう 井川原　　　修

壱等賞 第７あもちゃん 中 津 富 夫

〃 せるしお１９２ 山 下 正 成

〃 み ほ 日 高 将 也

〃 第１５４そら ㈱ 坂 元 農 場

〃 た え こ 大 竹 勝 美

〃 ゆ い ５ ８ １ 横 山 大 樹

〃 い ち い ち 川 野 信 夫

弐等賞 そ に ん 新天寺　　　博

〃 さ だ こ 山 下 和 浩

〃 み く 堂 原 昭 八

〃 第９６２あゆみ 坂 元 幸 保

※壱等賞の１席以降と弐等賞は、序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

母牛の適正な飼料給与体系について
　繁殖母牛の飼料プログラムには、維持期、妊娠末期、泌乳期の３つのステージがあります。ステー
ジごとに胎児の発育や泌乳により母牛の消費エネルギーが異なるため、ステージに適した量を給与す
る必要があります。目安となる給与量は、日本飼養標準肉用牛に記載されていますが、ここでは以下
にステージごとの給与の特徴をお示しいたします。

１．維持期
　妊娠していない時期および妊娠前中期は、母牛の体を維持する分だけのエネルギーを給与します。
妊娠前中期のお腹の中の胎児は小さく、通常胎児のための栄養を特別考える必要はありません。そ
のため維持期には体型を維持させ、この時期に太らせてはなりません。

２．妊娠末期
　妊娠末期２ヶ月間は、胎児が急激に発育するため、維持期に要する養分量だけでは足りず、胎児
発育分のよう分量を増し飼いしなければなりません。そのため妊娠末期２ヶ月間には維持期に要す
る養分量に加えて、胎児の発育に必要な養分量を補給することが重要となります。

３．泌乳期
　分娩後、子牛に泌乳を行っている期間、母牛の維持期に要する養分量だけでは足りず、泌乳量の
養分量を補給しなければなりません。
　そのため泌乳気には、維持期に要する養分量に加えて、泌乳量１ｋｇあたり配合飼料０．５ｋｇを
増し飼いしなければなりません。（目安：泌乳量６ｋｇの牛で３ｋｇ）　泌乳期に増し飼いを行わな
ければ、母牛は痩せ、泌乳量が落ち、子牛の発育等に影響しかねません。
　早期母子分離を行う場合は、母牛は泌乳を行わないため、泌乳期の増し飼いを行う必要はありま
せん。

・・・ステージ別配合飼料給与体系目安（イメージ図）・・・
ステージ別（維持期、妊娠末期、泌乳期）の配合飼料給与体系例をお示しします。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営◎
農
薬
の
混
用

　

混
用
の
順
序
確
認

次
の
順
番
で
混
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
水
→
②
展
着
剤
→
③
液
剤
・
乳
剤
→

④
水
溶
剤
・
水
和
剤
→
⑤
フ
ロ
ア
ブ
ル

剤
→
⑥
液
肥

☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

開
花
期
ま
で
の
徹
底
防
除
！

１
．
開
花
期
ま
で
に
、
う
ど
ん
こ
病
・
ヨ

ト
ウ
ム
シ
・
ダ
ニ
の
防
除
を
行
う
。

２
．
早
朝
、
芯
葉
か
ら
３
枚
目
の
展
開

葉
に
葉
水
を
う
た
な
い
時
は
潅
水
す
る
。

少
量
多
回
数
を
基
本
と
す
る
。

３
．
潅
水
は
午
前
中
に
行
い
、
夕
方
ま
で

に
地
温
の
上
昇
を
促
す
。

４
．
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
後
は
高
温
（
35
℃
以

上
）
に
な
り
や
す
い
た
め
、
開
閉
管
理

を
こ
ま
め
に
行
う
。

　
温
度
管
理
目
安

　
　

午
前　

28
℃
～
30
℃

　
　

午
後　

20
℃
～
22
℃

　
　

夜
温　

10
℃
～
12
℃

５
．
玉
だ
し
作
業
は
開
花
期
か
ら
開
始
し
、

ク
ラ
ウ
ン
部
に
光
が
当
た
る
よ
う
に
行

う
。

６
．
加
温
機
の
稼
働
ま
で
に
、
掃
除
・
点

検
は
済
ま
せ
て
お
く
。　

７
．
電
照
開
始
時
期
は
11
月
10
日
～
15
日

頃
を
目
安
と
す
る
。
ま
た
、
新
葉
が
伸

び
な
い
、
葉
色
が
濃
い
、
果
柄
枝
が
短

い
、
果
実
の
丸
み
が
強
い
と
き
は
電
照

時
間
を
長
く
す
る
。

＊
天
敵
導
入
の
目
安　

　

11
月
上
旬
～
下
旬
に
導
入
。
導
入
前
に

天
敵
へ
の
影
響
日
数
を
考
慮
し
た
ハ
ダ
ニ

防
除
を
行
う
。

・
ス
パ
イ
カ
ル
Ｅ
Ｘ　
　

１
本
／
10
ａ

・
ス
パ
イ
デ
ッ
ク
ス　
　

２
本
／
10
ａ

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

お
礼
肥
が
済
ん
で
な
い
圃
場
は
早
め
に

施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
落
毬
果

や
イ
ガ
は
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
り
ま
す

の
で
園
外
に
持
ち
出
し
、
園
内
清
掃
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

☆
き
ん
か
ん

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

果
実
肥
大
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
被
覆
後
の
夜
温
は
18
～
20
℃
で
設

定
し
ま
す
。
園
内
に
あ
る
枯
れ
枝
等
は
黒

点
病
予
防
の
た
め
全
て
園
外
へ
持
ち
出
し

ま
し
ょ
う
。

　

果
実
の
重
み
で
結
果
枝
が
垂
れ
下
が
っ

た
場
合
は
枝
折
れ
防
止
と
光
を
当
て
る
た

め
に
枝
つ
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昼
間
は
ハ
ウ
ス
内
の
高
温
に
注

意
し
て
日
焼
け
果
・
ス
上
が
り
果
に
な
ら

な
い
よ
う
に
管
理
し
、
ハ
ダ
ニ
の
発
生
に

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
も
終
盤
に
な
り
樹
勢
も
弱
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
16
℃

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
二
重
ビ
ニ
ー
ル
を

す
る
な
ど
し
て
温
度
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
時
期
の
防
除
・
施
肥
の
頻
度

は
、
樹
の
状
態
や
残
り
の
収
穫
期
間
を
考

慮
し
な
が
ら
行
い
、
着
果
し
て
い
る
果
実

を
確
実
に
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
栽
培
終
了
後
、
圃
場
に
残
っ

た
残
渣
は
次
作
の
病
害
虫
発
生
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
外
へ
全
て
持

ち
出
し
て
早
め
に
処
分
し
残
渣
分
解
促
進

や
地
力
増
強
を
目
的
と
し
て
堆
肥
の
活
用

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
作
の
片
付
け
及
び
次
作
の
準
備
は
計

画
立
て
て
行
い
、
十
分
な
土
づ
く
り
・
消

毒
期
間
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
次
作
の
準

備
と
し
て
土
壌
分
析
用
の
土
の
提
出
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

果
実
の
付
根
（
果
柄
）
部
分
に
亀
裂
が

８
割
程
入
っ
て
い
る
実
は
収
穫
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
今
後
、
朝
晩
冷
え
込
ん
で
降

霜
の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
果
実
部
分
も

霜
に
よ
っ
て
軟
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
霜
が
降
り
る
前
ま
で
に
は
収
穫
を
終

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
収

穫
前
の
病
害
虫
被
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
夜
間
活
発
に
活
動
し

ま
す
の
で
、
食
毒
作
用
の
あ
る
Ｂ
Ｔ
剤

（
デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒
水
和
剤
や
チ
ュ
ー
ン

ア
ッ
プ
顆
粒
水
和
剤
：
い
ず
れ
も
収
穫
前

日
ま
で
）
や
接
触
性
殺
虫
剤
（
ブ
ロ
フ
レ

ア
Ｓ
Ｃ
：
収
穫
前
日
ま
で
）
や
グ
レ
ー
シ

ア
乳
剤
（
収
穫
７
日
前
ま
で
）
を
併
用
し

な
が
ら
の
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。
病
害

に
つ
い
て
は
、
気
温
が
低
く
な
れ
ば
菌
核

病
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
メ

ジ
ャ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
収
穫
３
日
前
ま

で
）
や
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ
（
収
穫
７
日
前

ま
で
）
な
ど
を
使
用
し
て
、
事
前
の
予
防

防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
農
薬
を
使
用
す

る
際
は
使
用
回
数
や
使
用
時
期
に
十
分
注

意
し
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
時
期
に
入
り
ま
す
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝
か

ら
２
・
５
㎝
以
上
（
Ｓ
～
２
Ｌ
）
に
な
り

ま
す
。
事
前
に
軟
白
部
の
確
認
を
行
い
、

軟
白
部
が
30
㎝
未
満
の
場
合
は
土
寄
せ
を

行
っ
て
軟
白
部
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
引

き
続
き
排
水
対
策
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

11
月
よ
り
冷
え
込
み
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
パ
ス
ラ
イ
ト
等
の
被
覆
資
材
を
用
い

て
保
温
対
策
と
霜
害
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
肥
料
欠
乏
症
の
対
策
と
し
て
微
量
要

素
入
り
の
液
肥
の
散
布
を
行
い
、
葉
色
の

回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
べ
と
病

の
発
生
に
注
意
し
、
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

☆
加
工
人
参

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

播
種
後
１
２
０
～
１
５
０
日
で
収
穫
期

と
な
り
ま
す
。
収
穫
の
適
期
を
過
ぎ
る
と

地
下
部
の
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
播
種
日
の
確
認
を
行
っ
て
適
期

収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。　

☆
加
工
大
根

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

生
育
後
期
に
入
り
、
今
後
は
さ
ら
に
生

育
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

害
虫
の
防
除
に
は
プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
１
０
０
０
倍
液
・
収
穫
14
日
前
ま
で
）
、

病
害
の
予
防
に
は
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー

（
１
０
０
０
倍
液
・
収
穫
14
日
前
ま
で
）

な
ど
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
農
薬
の

使
用
に
つ
い
て
は
ラ
ベ
ル
記
載
の
内
容
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
原
料
用
・
加
工
用
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

収
穫
も
終
盤
に
入
り
ま
す
が
、
収
穫
の

際
に
は
、
病
虫
害
・
腐
敗
・
折
れ
・
裂
開

（
土
噛
み
）
な
ど
の
混
入
が
な
い
よ
う
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
が
終
了
し
た
圃
場
で
は
ロ
ー
タ

リ
ー
が
け
を
早
め
に
行
い
、
残
渣
の
分
解

を
促
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

本
葉
が
４
枚
～
６
枚
展
開
し
た
ら
追
肥

と
中
耕
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ

モ
グ
リ
バ
エ
や
べ
と
病
等
の
発
生
も
予
想

さ
れ
る
の
で
、
防
除
を
し
っ
か
り
と
行
い

ま
し
ょ
う
。

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
・
シ
ロ
オ
ビ
ノ
メ
イ
ガ
・

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

　

カ
ス
ケ
ー
ド
乳
剤　

４
０
０
０
倍

　
　

使
用
時
期　

３
日
前
ま
で

　
　

使
用
回
数　

３
回
以
内

べ
と
病

　

予
防
剤

　
　

コ
サ
イ
ド
３
０
０
０　

１
０
０
０
倍

　

治
療
剤

　
　

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
２
０
０
０
倍

　
　

使
用
時
期　

３
日
前
ま
で

　
　

使
用
回
数　

３
回
以
内

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

夏
場
の
高
温
障
害
と
10
月
以
降
の
朝
晩

の
低
温
の
影
響
も
あ
り
、
露
地
栽
培
に
つ

い
て
も
概
ね
栽
培
は
終
了
し
て
い
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
栽
培
終
了
後
は
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
抜
根
し
て
圃
場
か
ら
持
ち

出
し
て
処
分
し
、
耕
う
ん
後
は
残
渣
分
解

促
進
と
し
て
堆
肥
や
分
解
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

を
早
め
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
今
作
の
片

付
け
及
び
次
作
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
早

め
に
取
り
掛
か
る
よ
う
に
し
て
計
画
立
て

て
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
栽
培
期
間
中

の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
残
り
の
収
穫
期
間

を
見
極
め
な
が
ら
追
肥
や
防
除
、
保
温
対

策
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
作
の
準
備
と
し
て
土
壌
分
析
用
の
土

の
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
菊

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

年
末
電
照
き
く
は
、
花
芽
発
達
肥
大
期

に
な
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
在
来
系

品
種
は
18
℃
、
低
温
開
花
性
品
種
は
15
℃

以
上
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス
内
は
ビ

ニ
ー
ル
の
隙
間
を
無
く
し
て
加
温
経
費
の

節
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
病
害
虫

に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
初

期
防
除
に
重
点
を
置
い
た
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

定
植
後
の
昼
間
は
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
を
開

放
し
て
出
来
る
だ
け
ハ
ウ
ス
内
を
涼
し
く

保
ち
、
昼
温
15
～
20
℃
を
目
標
に
管
理
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
開
閉
や
循
環

扇
・
暖
房
機
の
送
風
利
用
に
よ
り
風
通
し

を
良
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
高

温
多
湿
に
な
る
と
病
気
が
発
生
し
や
す
く

な
る
た
め
温
度
管
理
に
は
気
を
配
り
、
殺

菌
剤
に
よ
る
予
防
的
防
除
も
行
い
ま
し
ょ

う
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

11
月
中
旬
よ
り
定
植
時
期
と
な
り
ま
す
。

定
植
前
に
マ
ル
チ
が
風
で
膨
ら
ま
い
よ
う

に
土
で
押
さ
え
る
こ
と
で
、
移
植
率
も
向

上
し
ま
す
の
で
必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

機
械
移
植
後
は
、
苗
の
補
植
を
素
早
く

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
倒
れ
た

苗
の
補
植
作
業
が
遅
れ
る
と
活
着
が
著
し

く
悪
く
な
り
、
春
先
の
玉
太
り
に
影
響
を

与
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

定
植
後
は
早
期
活
着
の
た
め
潅
水
作
業
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
知
ら
せ
★

　

11
月
25
日
と
11
月
26
日
に
産
業
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
米
・
野
菜
売
り
場

に
お
い
て
玉
ね
ぎ
苗
の
販
売
を
行
い
ま
す

（
１
０
０
本
／
束
）
。
数
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了
と
な
り

ま
す
。

※
品
種
は
「
七
宝
早
生
」
（
早
生
の
み
）

に
な
り
ま
す
。

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

圃
場
か
ら
持
ち
出
せ
ず
に
残
っ
た
里
芋

は
、
来
年
度
発
芽
し
疫
病
の
発
生
源
に
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
土
中
で

の
分
解
が
進
む
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ー
を
数
回

か
け
て
粉
砕
し
、
残
渣
の
分
解
を
促
し
ま

し
ょ
う
。
今
後
気
温
が
低
く
な
る
に
つ
れ

て
分
解
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
収

穫
後
は
早
め
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
け
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
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☆
大
豆

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

ま
も
な
く
収
穫
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

収
穫
の
目
安
は
落
葉
し
て
、
さ
や
が

淡
褐
色
に
変
わ
り
茎
を
振
る
と
さ
や
か

ら
カ
ラ
カ
ラ
と
音
が
す
る
よ
う
に
な
っ

た
頃
で
す
。
し
か
し
、
収
穫
直
前
ま
で

青
々
と
し
た
茎
や
葉
が
残
っ
て
い
る
状

態
の
大
豆
を
一
緒
に
収
穫
し
て
し
ま
う

と
、
土
が
付
着
し
や
す
く
な
り
品
質
が

悪
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
収
穫

作
業
を
行
う
前
に
抜
き
取
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
圃
場
内
の
雑
草
も
同
様
に
大
豆

を
汚
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
除
草
を
行
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

刈
払
い
機
等
に
よ
る
収
穫
作
業
を
行

う
際
、
振
動
に
よ
り
さ
や
か
ら
脱
粒
す

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
リ

ス
ク
を
低
く
す
る
た
め
に
、
さ
や
が
乾

燥
し
て
い
な
い
早
朝
か
夕
方
の
収
穫
が

お
す
す
め
で
す
。

　

刈
取
り
後
、
雨
や
露
に
あ
た
る
と
シ

ワ
や
カ
ビ
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
、

品
質
が
悪
く
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
天
日
か
乾
燥
機

な
ど
を
用
い
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

［
出
荷
に
つ
い
て
］

　

出
荷
の
際
は
水
分
を
14
～
15
％
に
調

整
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
袋
な
ど
に
入
れ
て

出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
大
豆
に
つ
い
て
は
、
出
荷
後
に
選

別
機
に
よ
る
選
別
を
行
い
ま
す
の
で
、

出
荷
時
の
重
量
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
そ
ば

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

そ
ば
も
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。

そ
ば
の
収
穫
で
鎌
や
草
刈
機
な
ど
で
刈

り
取
る
場
合
の
目
安
は
、
子
実
の
70
～

80
％
が
黒
変
し
た
頃
で
す
。
振
動
に
よ

る
脱
粒
を
少
な
く
す
る
た
め
、
大
豆
と

同
様
に
早
朝
か
夕
方
の
収
穫
が
お
す
す

め
で
す
。

　

刈
り
終
わ
っ
た
ら
圃
場
内
で
島
立
て

（
立
て
小
積
み
）
し
て
乾
燥
さ
せ
、
子

実
の
内
容
物
が
粉
状
に
な
っ
た
ら
脱
穀

し
ま
す
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す
る
場
合
は
、

葉
が
全
て
落
葉
す
る
く
ら
い
成
熟
し
て

い
な
い
と
機
械
内
に
茎
、
葉
が
詰
ま
っ

て
円
滑
な
作
業
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
収
穫
方
法
に
よ
っ
て
収

穫
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
収
穫
方

法
と
成
熟
度
を
よ
く
確
認
さ
れ
た
上
で

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
後
は
大
豆
と
同
様
に
天
日
か
乾

燥
機
等
を
用
い
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
そ
ば
は
乾
燥
さ
せ
て
も
水
分
が

戻
り
や
す
い
の
で
、
湿
度
の
高
く
な
る

と
こ
ろ
に
保
管
す
る
の
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

［
出
荷
に
つ
い
て
］

　

出
荷
の
際
は
、
天
日
か
乾
燥
機
等
を

用
い
て
、
水
分
を
14
～
15
％
に
調
整

し
、
新
袋
で
の
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
日
、
農
産
物
検
査
を
実
施
し
ま
す
が
、

紙
袋
に
入
れ
る
上
限
量
は
皆
掛
重
量

（
紙
袋
込
み
）
で
23
㎏
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
23
㎏
未
満
の
端
量
に
つ
き
ま

し
て
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
全
量
の
出

荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
水
分
の
計
測
に
つ
い
て
は
、
大
豆
、

そ
ば
と
も
に
Ｊ
Ａ
湯
田
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
も
し
く
は
精
米
工
場
に
て
随

時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

｢

健
全
な
土
づ
く
り｣

は
気
象
変
動
に

左
右
さ
れ
に
く
い
米
作
り
に
最
も
重
要

な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　

切
り
落
と
し
た
稲
わ
ら
は
土
中
で
分

解
が
進
む
よ
う
、
収
穫
後
は
速
や
か
に

す
き
込
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
堆
肥
お
よ
び
ケ
イ
カ
ル
、
ケ

イ
テ
ツ
、
ヨ
ー
リ
ン
等
の
土
壌
改
良
剤

を
散
布
す
る
際
は
事
前
に
土
壌
診
断
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
資
材
を
選

定
し
、
適
量
を
施
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

土
壌
診
断
は
農
産
園
芸
課
で
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　

今
年
の
水
稲
栽
培
の
結
果
を
来
年
に

活
か
す
た
め
に
も
、
次
年
度
に
向
け
た

土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う

◎
農
産
関
係
◎

営
農
情
報

集
荷
に
つ
い
て（大

豆
・
そ
ば
）

・
集
荷
受
付
け
先（
持
ち
込
み
先
）

　
　
精
米
工
場

・
集
荷
期
間

　
　
11
月
22
日
（
水
）

　
　
　
～
12
月
22
日
（
金
）
ま
で

　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

・
受
入
時
間

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

◎担い手支援関係◎営農情報

※農業労災保険のご加入については、下記までお願いいたします※
えびの市農協労働保険事務組合（ＪＡ担い手支援課TEL33-5758）

詳しくは、都城労働基準監督署またはハローワーク（公共職業安定所）
または、宮崎労働局労働保険徴収室  ℡ 0985-38-8822　まで

事業主のみなさまへ

労働保険の成立手続はおすみですか

◆労働保険とはこのような制度です
　労働保険とは、労働者災害補償保険（一般に「労災保険」といわれます。）と雇用保険を総称
した言葉であり、保険給付は両保険制度で別個に行われますが、保険料の徴収等については、原
則的に、一体のものとして取り扱われます。
　労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、病気に見舞われたり、あるいは不
幸にも死亡された場合に、被災労働者や遺族を保護するため必要な保険給付を行うものです。ま
た、労働者の社会復帰の促進など、労働者の福祉の増進を図るための事業も行っています。
　雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して生活の安定を図るとともに、再就職
を促進するため必要な給付を行うものです。また、失業の予防、雇用機会の拡大、雇用構造の改
善、労働者の能力の開発・向上、高齢者や育児・介護をする労働者の雇用継続の支援などの事業
も行っています。

◆労働保険は、強制保険です
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、農林水産の事業の一部を除き、労
働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となりますので、事業主は労働保険に加入し
なければなりません。パートタイム労働者についても、一定の要件を満たせば雇用保険の被保険
者となります。
　現在、労働保険の未手続事業に対しては「労働保険未手続事業一掃対策」を実施しており、行
政からの再三にわたる加入手続指導によっても加入手続を取らない事業主に対しては、職権によ
る加入手続も視野に入れて取り組んでいます。

◆労働保険の加入手続は
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公共職業安定所）でお願いしま
す。
　加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、厚生労働大臣の認可を受けた中小
事業主等の団体である労働保険事務組合や社会保険労務士に事務処理を委託する制度もあります
ので、ご活用ください。
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お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

甘
柿
の
王
様
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

2　

屋
内
の
こ
と
。
―
―
派

3　

ボ
ン
レ
ス
―
―
、
―
―
サ

ン
ド

4　

漢
字
で
は
石
榴
、
柘
榴
な

ど
と
書
く
果
物

6　

た
き
火
に
手
を
か
ざ
し
て

取
り
ま
す

9　

飲
ん
で
食
べ
て
話
し
て
楽

し
み
ま
す

11　

山
野
で
生
ま
れ
育
っ
た
ヤ

マ
ノ
イ
モ

13　

奇
術
師
が
披
露
す
る
も
の

15　

ベ
ン
チ
よ
り
ふ
か
ふ
か
し

て
い
ま
す

17　

富
士
山
の
山
頂
を
白
く
し

ま
す

19　

漬
物
や
ワ
イ
ン
を
詰
め
ま

す

★
タ
テ
の
カ
ギ

2　

日
光
の
紅
葉
の
名
所
。
48
個

の
カ
ー
ブ
が
あ
り
ま
す

5　

―
―
大
敵
、
運
転
中
は
気
を

引
き
締
め
て

7　

白
―
―
に
身
を
包
ん
だ
花

嫁
さ
ん

8　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
水
泳
、
筋
ト

レ
な
ど
は
こ
の
一
種

10　

ハ
ウ
ス
を
使
わ
ず
作
物
を

育
て
る
―
―
栽
培

12　

考
え
る
と
き
に
ひ
ね
る
も

の

14　

応
用
に
移
る
前
に
し
っ
か

り
と

16　

1
カ
月
の
後
ろ
3
分
の
1

18　

ペ
ン
の
は
キ
ャ
ッ
プ
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す

20　

東
京
都
中
央
区
の
地
名
。
豊

洲
へ
移
転
し
た
東
京
都
中

央
卸
売
市
場
が
あ
っ
た
場

所

21　

2
人
で
お
そ
ろ
い
の
服
を

着
ま
す

10
月
号
の
当
選
者

10
月
号
の
答
え
は「
カ
ラ
ス
ウ

リ
」で
し
た
。正
解
者
16
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
松　

下　

美
千
代（
飯　

野
）

▽
宮　

原　
　
　

昭（
飯　

野
）

▽
山　

野　

キ
ミ
エ（
飯　

野
）

▽
町　

元　

義　

文（
加
久
藤
）

▽
髙　

橋　

幸　

扶（
埼
玉
県
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

11
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
11
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

令和5年2月1日(水)～令和6年1月31日(水)取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて



（16）令和５年11月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和５年11月６日発行 （16）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
５
年
11月

６
日
発
行

行　　事　　予　　定
令和５年１１月１０日～令和５年１２月１１日

　

10
月
26
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
借
入
と

融
資
、
畜
特
資
金
・
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
資
金
・
農
業
近
代
化
資
金
・
ア
グ

リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
の
融
資
に
つ
い

て 

■
令
和
５
年
度
上
半
期
監
事
監
査
指
摘

事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て 

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
資
金
の

融
資
に
つ
い
て

■
営
農
ロ
ー
ン
の
極
度
額
増
額
に
つ
い

て
■
青
年
等
就
農
資
金
の
借
入
と
融
資
に

つ
い
て

■
営
農
ロ
ー
ン
契
約
更
新
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
点
検
結
果
お
よ
び
改
善
方
針

の
概
要
に
つ
い
て

■
第
37
回
田
の
神
さ
ぁ
の
里
産
業
文
化

祭
の
開
催
に
つ
い
て

■
地
区
本
部
役
員
等
推
薦
要
領
の
一
部

変
更
に
つ
い
て 

■
臨
時
職
員
退
職
給
与
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
５
年
度
上
半
期
監
査
回
答
に

つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
５
年
度
上
半
期
監
査
回
答
に
つ
い

て

理
事
会
報
告

廃プラスチック集積日のお知らせ
◎今月はポリフィルムの集積月です◎

（マルチ・肥料袋など）

場　所：えびの市一般廃棄物最終処分場

時　間：午前９時～午後４時

集積日：１１月２１日（火）
※ビニールとポリフィルムは混ぜないように注意してくださ

い。農業用廃プラスチックの適正な処理をお願いします。

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

11

10 金 ふれあい日

11 土 農協長杯ゴルフ大会

13 月
郡子牛品評会
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

14 火 炭疽予防接種

17 金 子牛セリ市（～１９日）

20 月 県下一斉消毒の日

21 火

えびの市 米・食味コンクール表彰式
オーツヘイ即売会
道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（ポリフィルム）

22 水
令和６年１月セリ BL 採血
使用残農薬・農薬空容器の回収

23 木
勤労感謝の日
ＪＡ休業日

25 土 第３７回田の神さぁの里産業文化祭

26 日 第３７回田の神さぁの里産業文化祭

27 月 第６４回宮崎県畜産共進会【乳牛の部】

28 火 耳標装着

29 水
成牛セリ市（妊娠牛）
相続無料相談会

30 木 耳標装着

12

1 金
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（２月セリ市分）

3 日 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

8 金 郡子牛品評会

9 土 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

11 月 ふれあい日


